
 

 

 

科目 4/20 ～ 5/6 までの課題 提出日 課題テスト 

物理 

（文系） 

 

 

 

 

物理 

（理系） 

 

・観点別評価資料に基づいて、問題演習を行う。 

・範囲は、「物理基礎 第１編 運動とエネルギー」とす

る。「セミナー物理基礎＋物理」を用いて問題演習を行い、

進めていく。 

・問題演習を行った課題ノートを提出する。 

・春休み課題のノートも同時に提出する。 

 

・観点別評価資料に基づいて、教科書や資料集、問題集

を用いて予習を進め、問題演習を行うこと。 

・範囲は、「物理 第１編 第１章 力と運動」から先の

分野とする。自分で「セミナー物理基礎＋物理」を用い

て問題演習を行い、進めること。 

・問題演習を行った課題ノートを提出する。 

・春休み課題も同時に提出する。 

次
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定
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り
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備考  

【文系】 

・授業では、問題演習を行った前提で授業を行います。基本的に発表と解説となりますの

で、対応できるように問題演習を実施してください。 

・問題演習の質と量は評価対象です。難易度や演習した問題数を評価します。どの問題を

どれだけ演習するか自分で考えて演習を行うこと。 

・PDCA シートを課題ノートにはさんで提出すること。 

【理系】 

・教科書をよく読んだり、自分で動画を検索したり、参考書を用いたりするなど工夫して

理解を深めること。授業は予習行った前提で進めます。質問などがきちんとできるように

準備しておくこと。授業のスピードは速くなります。予習しなければ話になりません。 

・問題演習の質と量は評価対象です。難易度や演習した問題数を評価します。どの問題を

どれだけ演習するか自分で考えて演習を行うこと。 

・PDCA シートを課題ノートにはさんで提出すること。 

 

＊基本的に前回の指示と変わりません。積極的に復習や問題演習するなど、学習を自分で

計画を立てて進めてください。今この状況では、自分で PDCA サイクルを回すことが必要

です。困ったり、相談したりすることがあれば、気軽に担当まで電話や Forms などで相談

してください。 

 

化学基

礎 

 

 

 

 

 

 

 

【文系】 

 観点別評価資料に基づいて、教科書や資料集を１編か

ら自分で読み（ノートにまとめ）、エクセル化学基礎の該

当範囲を利用して復習しながら進めていく。特に資料集

と教科書を併用すると理解しやすいと思います。 

前回指示した１編の１章以降を取り組むこと。 

必ず PDCA の計画・反省シートを使用し、記録してい

くこと。 

【理系】 

 観点別評価資料に基づいて、教科書や資料集を１編か

ら自分で読み（ノートにまとめ）、セミナー化学基礎＋化

学の該当範囲を利用して復習しながら進めていく。特に

資料集と教科書を併用すると理解しやすいと思います。 

前回指示した１編の１章以降を取り組むこと。 

必ず PDCA の計画・反省シートを使用し、記録してい

くこと。 
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令和２年度  臨時休校課題について 【２年生】 

 



 

 

備考 文系・理系共通 

 ＜スタディサプリの利用について＞ 

 ２章 原子の構造と元素の周期表以降について、必ず自分で教科書等を用いて

予習をした後にスタディサプリの高１・高２・高３化学基礎 第１講 を視聴し、理解の

補助としてください。 
 

 ノートを２冊準備してください（１冊提出している間に次を進めていくため）。また、A4

ファイルを準備してください。観点別シートはファイルに閉じてください。 

ノートおよび観点別の計画・反省シート（PDCA シート）を提出課題とし、その進度（学

習意欲）や理解度をもって評価の材料とする。また、計画性についても評価の対象なので、

自分のペースに合った計画を事前に立てること。 

質問などは観点別資料にある QR コードを読み取り、質問してください。 

生物 

 

 

 

 

 

【文系】 

観点別評価資料に基づいて、前回に引き続き 

第１編の第１章「細胞と分子」の分野に

関して教科書や資料集を自分で読み（まとめ）、（第２章

は参考までに載せてあるだけです。早く終わってやるこ

とがない人は内容理解を始めてもいいです。）､配布した

プリントをやってみましょう 

教科書の参考・コラムにも目を通すこと。 

授業は予習を行った前提で進めます。 

第１編第１章の評価基準を学校HP上にPDFの形で載

せました。参考にしてください。 

【理系】 

観点別評価資料に基づいて、前回に引き続き 

第１編の第１章「細胞と分子」の分野に

関して教科書や資料集を自分で読み（まとめ）、リードα

の該当範囲を利用して進めていく。（第２章は参考までに

載せてあるだけです。早く終わってやることがない人は

内容理解を始めてもいいです。） 

まずは基礎 CHECK と基本例題の内容を完璧にするこ

と。ただの暗記・丸写しでなく、過程やしくみの内容を

誰かに説明できるくらいに理解すること。教科書の参

考・コラムにも目を通すこと。 

授業は予習を行った前提で進めます。 

第１編第１章の評価基準を学校 HP 上に PDF 

の形で載せました。参考にしてください。 
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備考  

A4 ファイルを準備してください。（実験用ファイルは不可）観点別シートはファイルに

閉じてください。 

ノートおよび観点別の計画・反省シートを提出課題とし、その進度（学習意欲）や理解

度をもって評価の材料とする。また、計画性についても評価の対象なので、自分のペース

に合った計画を事前に立てること。 

全般 

 ２年次に受験予定の模擬試験の過去問題を自分で検索し学習計画や学習の参考にする。 

 また、スタディサプリ等の動画配信も学習の参考にするとよい。科目によっては視聴の

指示があるので、その場合は指示に従ってください。 

 各科目、必ず定期的に forms の質問フォームを見ること。

質問への回答が更新される予定です。 

 


